
















































り、また、それぞれ輯方の行動と夕方の行動をコントロールしているニューロン (Morningcels (M-cells) 








と同様に E-cellsの時計機能を止めると CPリズムが消失したD 従って、 E-cellsはそれ自体がCPリズムのオ
シレータとして機能していることが示唆された。
求愛活動のモチベーションをコントロールしているニューロンとして npfニューロンがLeeらにより報告
されている (Proc.Natl Acad. Sci. USA ;2006)。この npfニューロンは E-cellsと一部重なっている o npfニュー
ロンをアポトーシス、もしくは、時計機能を止めて CPリズムを計測した所、 CPリズムには変化は見られな
かった。従って、求愛活動のモチベーションをコントロールしている npfニューロンは CPリズム形成に必
要ではない事が示唆された。
今回の研究成果を元に、今後、リズム現象とそのリズムを制御している細胞の組み合わせを更に特定して
いき、それぞれがどの様に作用し合っているのか、それぞれがどの様に連携し合っているのかを調べていく
必要がある。この様な研究にショウジョウバエは適したモデル生物であり、今後、体内時計システムの理解
にショウジョウバエが多大なる貢献をしていくことが期待される。
審査の結果の要旨
本論文の著者はショウジョウバエの求愛活動リズムに関る脳内神経細胞を同定する事に成功した。これま
で歩行活動リズムに必要とされてきた M-cellsとE-cellsに注目しそれぞれの細胞群のアポトーシスによる神
経破壊と遺伝子工学による時計機能破壊を行った結果、どちらの系でも E-cellsが破壊されたときに求愛活
動リズムが消失した。この結果は世界に先駆け、ショウジョウバエの求愛活動リズムに関る脳内神経細胞を
同定した意義のある仕事であり、今後も夏に繁殖するショウジョウバエの季節時計との関連も注目され興味
深い論文である。
平成24年 l丹23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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